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こ
の
難
局
を

　

乗
り
越
え
る
た
め
に

～
一
致
団
結
し
、立
ち
上
が
る
～

津山
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臨
時
議
員
総
会
開
催

　

そ
れ
か
ら
90
年
た
っ
た
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
世
界
経

済
に
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
津
山

に
も
波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今
一

度
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
我
々
津
山
商

工
会
議
所
が
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
会
員
事
業
所
、
役
員
・
議

員
、
事
務
局
が
一
致
団
結
し
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
の
時
代
は
、
縮
小
の
時
代
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
以
降
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
マ
イ
ナ
ス
６.

４
％

と
な
っ
て
お
り
、
１
～
３
月
は
、
マ
イ

ナ
ス
10
％
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
、
そ
れ
以
上
の
マ
イ
ナ
ス

も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
山
家
の
方
は
、
山
に
登
る
と
き
よ

り
も
、
降
り
る
と
き
の
方
が
高
い
技
術

を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
と
の
強
固
な
連
携
に
よ
る
太
い
ザ
イ

ル
で
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
、
安
全
地
帯
に
到

達
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
津
山
の
街
の
実
現
を

目
指
し
て
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲ザ・シロヤマテラス津山別邸
　にて挨拶をする松田欣也会頭

〈
主
要
事
業
概
要
〉

　
①�

地
方
創
生
と
会
員
企
業
の
活
力
強

化
に
よ
る
持
続
的
成
長

　
　

・
会
員
企
業
の
生
産
性
向
上 

　
　

・
地
域
の
人
手
不
足
へ
の
対
応 

　
　

・
地
方
創
生
の
加
速 

　
②�
成
長
を
後
押
し
す
る
一
歩
先
ん
じ

た
政
策
提
言

　
　

・
地
方
創
生 

　
　

・
中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援 

　
　

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策 

　
　

・
規
制
・
制
度
改
革 

１
．�

２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

１
．
定
款
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

〔
報
告
事
項
〕

〔
議
決
事
項
〕

　

津
山
商
工
会
議
所
は
、
昭
和
５
年
４

月
８
日
に
設
立
さ
れ
、
本
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
昭
和
の
初
め
の
時

代
は
、
金
融
の
不
安
か
ら
、
国
が
銀
行

に
対
し
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
預
金
の
払

戻
し
を
延
期
す
る
支
払
猶
予
令
）
を
発

動
し
、
経
済
界
や
市
民
の
大
混
乱
を
招

き
、
経
済
の
非
常
事
態
と
し
て
歴
史
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
大
混
乱
の

時
代
の
な
か
で
、
津
山
市
山
下
地
区
の

２
万
坪
に
及
ぶ
、
土
地
の
再
開
発
を
主

導
し
た
の
が
、
津
山
商
工
会
議
所
で
あ

り
ま
し
た
。

　

③
商
工
会
議
所
機
能
の
最
大
化

　
　

・ 

新
会
館
建
設
と
機
能
の

　
　
　

合
理
化
推
進 

　
　

・ 

組
織
財
政
基
盤
の
強
化
と
人
材

育
成

　
　

・
情
報
発
信
力
の
強
化 

　
　

・ 

若
手
・
女
性
経
営
者
の

　
　
　

活
躍
推
進 

３
．�

２
０
２
０
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
収
支
予
算
に
つ
い
て

２
．�

議
員
職
務
者
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
議
員
）

　
　

新
任
者

　
　
　

ク
リ
ナ
ッ
プ（
株
）　

岡
山
工
場

　
　

岡
山
工
場
長　

髙
橋　

篤

　
　

前
任
者　
　
　

渡
辺　

敬
三

２
．�

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て

４
．�

議
員
職
務
者
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
員
）

　
　

新
任
者

　
　

ア
ク
サ
生
命
保
険（
株
）

　
　

津
山
営
業
所

　
　
　
　
　

所
長　

神
門　

眞
比
古

　
　

新
任
者

　
　
（
株
）天
満
屋　

津
山
店

　
　
　
　
　

店
長　

前
川　

直
樹



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
緊
急
対
応
懇
談
会

市
内
金
融
機
関
に
資
金
繰
り

等
へ
の
対
応
を
要
請

　

３
月
９
日
（
月
）
津
山
商
工
会
館
２

階
に
於
い
て
、
津
山
商
工
会
議
所
と
地

元
金
融
機
関
と
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
係
る
緊
急
対
応
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
山
信
用
金
庫
や
中
国
銀
行
津
山
支

店
、
ト
マ
ト
銀
行
津
山
支
店
な
ど
市
内

に
本
支
店
の
あ
る
７
金
融
機
関
と
岡
山

県
信
用
保
証
協
会
津
山
支
部
の
代
表
者

が
出
席
。
松
田
会
頭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
経
済
活
動

は
非
常
事
態
に
陥
っ
て
お
り
、
経
営
が

悪
化
し
て
い
る
市
内
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
当
面
の
資
金
繰
り
等
の
た
め

の
融
資
や
返
済
猶
予
な
ど
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

参加金融機関
津山信用金庫、中国銀行、トマト銀行、鳥取銀行、
広島銀行、山陰合同銀行、日本政策金融公庫、
岡山県信用保証協会

　

３
月
2
日
（
月
）
に
経
済
産
業
省
よ

り
「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
０
」

の
認
定
企
業
の
発
表
が
あ
り
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
津
山
商
工
会
議
所
が
中
小

企
業
法
人
部
門
で
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

当
所
で
は
、
職
員
の
健
康
診
断
受
診

率
１
０
０
％
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
、
年
次
有

給
休
暇
を
利
用
し
た
長
期
休
暇
の
取
得

促
進
を
実
践
し
て
い
ま
す
。 

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
０

「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
０
」に

 　
　

認
定
さ
れ
ま
し
た
！

～
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
０
と
は
～

　

地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た
取
組
や

日
本
健
康
会
議
が
進
め
る
健
康
増
進
の

取
組
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な
健
康
経

営
を
実
践
し
て
い
る
企
業
を
顕
彰
し
、

健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な
法
人
を

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
社
会
的

に
評
価
を
得
る
た
め
の
環
境
整
備
を
目

標
と
す
る
も
の
で
す
。

3 ２０２０／４月号

津山
商工会議所
所報

会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰

　

臨
時
議
員
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
会
員
事
業
所
に
30
年
以
上
ま
た
は
、
20
年
以
上
勤
務
し
斯
業

の
発
展
に
尽
く
し
、
他
の
従
業
員
の
模
範
と
な
る
皆
さ
ま
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

■ 30 年表彰■ 20 年表彰 （30名） （14名）

▲ 20 年表彰
　代表者
　　菅田洋子さん

　30 年表彰

▲

代表者
　谷口浩二さん

＜順不同・敬称略＞



　

３
月
12
日
（
木
）
小
さ
な
親
切
運
動

津
山
支
部
（
松
田
欣
也
支
部
長
）
は
、

津
山
市
教
育
委
員
会
と
津
山
市
観
光
協

会
に
防
犯
カ
メ
ラ
各
１
台
、
津
山
市
教

育
委
員
会
に
車
い
す
１
台
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

当
所
に
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
松
田

支
部
長
か
ら
松
岡
裕
司
観
光
協
会
長
、

有
本
明
彦
教
育
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
抑
止
の
た
め
、

津
山
観
光
セ
ン
タ
ー
と
４
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
津
山
文
化
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
、
車
い
す
は
、
津
山
文

化
セ
ン
タ
ー
で
来
場
者
に
ご
利
用
い
た

だ
く
予
定
で
す
。有
本
教
育
長
か
ら「
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と

御
礼
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
（
水
）
松
田
会
頭
と
苅
田

裕
也
総
務
運
営
委
員
長
（（
株
）セ
キ
サ

ン
）
ら
が
、
津
山
市
役
所
を
訪
れ
、
作

陽
高
校
移
転
に
つ
い
て
、
岡
山
県
並
び

に
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、
市
内
県
立

4
高
校
の
定
員
増
な
ど
の
対
策
を
ま
と

め
た
要
望
書
を
市
と
市
教
委
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
県
北
地
域
か
ら
作
陽
高
校
へ

通
う
学
生
は
、
１
学
年
約
80
人
、
移
転

後
の
地
元
高
校
で
の
教
育
の
機
会
と
質

を
確
保
す
る
た
め
、
対
策
と
し
て
市
内

の
津
山
、
津
山
東
、
津
山
工
、
津
山
商

の
４
高
校
の
定
員
を
一
定
期
間
、
1
学

年
各
20
人
（
計
80
人
）
増
や
す
緊
急
措

置
を
求
め
ま
し
た
。

　

松
田
会
頭
は
、「
地
域
の
産
業
、
経

済
、
企
業
は
、
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、

そ
の
人
は
教
育
に
よ
っ
て
育
つ
。
若
い

　

４
月
１
日
（
水
）
津
山
商
工
会
館
に

於
い
て
、
２
０
２
０
年
度
最
初
の
常
議

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
経

済
が
急
激
に
減
速
す
る
中
、
今
後
の
見

通
し
と
市
へ
の
緊
急
要
望
内
容
に
議
論

が
集
中
し
ま
し
た
。

　

国
の
感
染
症
予
防
対
策
チ
ー
ム
の
見

解
で
は
、
今
後
、
岡
山
・
倉
敷
で
は
感

染
者
が
３
，
０
０
０
人
規
模
に
拡
大
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
北
地
域

も
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
に
な
る
こ
と
か

ら
、
市
へ
の
緊
急
要
望
を
早
急
に
行
う

事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」
運
動

常
議
員
会
開
催

作
陽
高
校
移
転
に
係
る
対
策
要
望
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
２
台
と

車
い
す
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た

県
立
４
高
校
の
定
員
増

　
　
　
　
　

市
に
要
望
書
提
出

２
０
２
０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
！

　

４
月
常
議
員
会
開
催

▲贈呈式の様子　松岡裕司観光協会長（左）、
　有本明彦教育長（中）、松田欣也支部長（右）

▲谷口市長（右）に要望書を手渡す松田会頭（左）

人
材
が
高
校
か
ら

圏
域
外
に
出
る
こ

と
は
、
地
方
創
生

に
と
っ
て
大
き
な

痛
手
、
速
や
か
な

対
応
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
し
、

谷
口
圭
三
市
長
に

要
望
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」
が
議
題
に

津山
商工会議所
所報

4２０２０／４月号

会
員
共
済
還
元
事
業



■
津
山
商
工
会
議
所　
業
務
推
進
班

　
電
話
：
０
８
６
８
︲
２
２
︲
３
１
４
１

桐生副学長（左）に防犯カメラの
設備費を贈る松田支部長ら

津山
商工会議所
所報

5 ２０２０／４月号

第
31
期 

部
会
の
活
動
方
針

部
会
長 �
稲
葉
伸
次

流
通
部
会

 （
㈱
く
ら
や　
代
表
取
締
役
）

　

急
速
な
人
口
減
少
と
若
者
の
流
失
に
よ
る
人
手
不
足

へ
の
対
策
と
し
て
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
雇
用
環
境

の
改
善
と
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
開
発
・
提
供
等
に

つ
い
て
、
各
事
業
所
の
取
組
へ
の
支
援
策
や
課
題
を
調

査
し
、求
め
ら
れ
る
対
策
を
ま
と
め
、
関
係
機
関
等
に

要
望
す
る
こ
と
を
活
動
の
主
題
と
す
る
。

産
業
も
の
づ
く
り
部
会

部
会
長  

中
村
政
弘 （
オ
ー
エ
ヌ
工
業
㈱　
代
表
取
締
役
）

　

各
事
業
所
の
さ
ら
な
る
発
展
と
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し
、
地
域
経
済
全
体

の
生
産
性
向
上
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
環
境

等
の
改
善
へ
の
取
組
に
よ
り
、
若
者
の
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
を
部
会
活
動
の
主
題
と
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
観
光
部
会

部
会
長  

佐
野
芳
章 （
㈲
ｓ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ　
代
表
取
締
役
）

　

部
会
員
の
生
産
性
向
上
と
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス

や
特
産
品
の
開
発
に
資
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
取
組
を

活
動
の
中
に
盛
り
込
み
展
開
す
る
。
部
会
活
動
を
と
お

し
て
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
推
進
し
、
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
と
商
品
の
開
発
・
提
供
を
探
究
す
る
。

諸
業
部
会

部
会
長  

額
田
雅
之 （
㈱
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ  

Ｏ
Ｎ
Ｅ　
代
表
取
締
役
）

　

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
社
会
の
衰
退
等
の
社
会
的
か

つ
構
造
的
な
課
題
に
新
し
い
視
点
を
置
き
、
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
て
、
地
方
創
生
の
た
め
の
合
理
的
な
政
策
の
と

り
ま
と
め
を
活
動
の
主
題
と
す
る
。

　

特
に
、
行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
地
域

経
営
の
視
点
か
ら
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
と
対

策
を
テ
ー
マ
に
調
査
研
究
を
進
め
る
。

都
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

部
会
長  

有
木
良
治 （
㈱
あ
り
き　
取
締
役
会
長
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
良
好
な
都
市
環
境
の
維

持
に
向
け
た
対
策
の
調
査
研
究
を
主
題
と
す
る
。

　

特
に
、
電
力
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で

あ
る
原
子
力
発
電
の
推
進
と
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
水
力
・
太
陽
光
・
水
素
）
の
普
及
に
か
か
る
取
組
を

推
進
す
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
・
空
き
地
の
拡
大
に
よ
る
生
活
環
境

の
劣
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
対
策
の
調
査
研

究
を
進
め
、
行
政
へ
適
宜
意
見
書
を
提
出
す
る
。

医
療
福
祉
部
会

　

少
子
高
齢
化
を
迎
え
る
将
来
を
見
据
え
て
、
医
師
会

等
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
現
状
で
の
課

題
等
を
整
理
し
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
な

ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
維
持
に
向
け
て

活
動
を
展
開
す
る
。

部
会
長  

大
谷
公
彦 （　
晴
顕
会  
大
谷
病
院  

理
事
長
）

（医）

建
設
部
会

部
会
長  

勝
山　

敏 （
㈱
勝
山
組　
代
表
取
締
役
）

　

建
設
業
界
の
将
来
不
安
の
払
拭
が
主
題
と
な
る
。
厳

し
さ
が
増
す
地
域
経
済
の
下
支
え
と
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
事
業
の
必
要
性
を
提
唱

し
、
公
共
事
業
の
予
算
拡
充
に
積
極
的
な
活
動
を
展
開

す
る
。

　

併
せ
て
、
会
員
の
技
術
力
向
上
の
た
め
の
研
修
や
Ｉ

Ｔ
等
の
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

主
な
事
業

①
高
齢
者
の
増
加
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
等

② 

高
齢
化
社
会
の
構
造
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
意
見

交
換
会
の
開
催
等

主
な
事
業

① 

会
員
事
業
所
の
現
状
調
査
と
生
産
性
向
上
へ
の
取
組

の
加
速

② 

Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
導
入
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究

③
自
立
度
の
高
い
経
済
圏
の
創
出
の
た
め
の
調
査
・
研
究 

主
な
事
業

① 

第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
対
す
る
意
見
集
約

と
啓
蒙

②
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
調
査
研
究

③
原
子
力
発
電
の
再
稼
働
の
推
進

④
地
域
電
力
会
社
の
支
援

主
な
事
業

① 

会
員
事
業
者
の
現
状
に
お
け
る
課
題
と
ニ
ー
ズ
等
の

調
査
等

② 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
等
の
活
用
に
よ
る
連
携
し
た
情
報
発

信
の
推
進

③
観
光
振
興
に
資
す
る
活
動
へ
の
参
画

主
な
事
業

①
先
進
地
（
企
業
及
び
都
市
）
の
視
察
研
修
の
実
施

② 

新
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け
た
調
査
・
研
究

③
多
様
な
主
体
と
の
連
携
の
推
進

主
な
事
業

① 

県
・
市
へ
の
要
望
活
動
の
強
化

②
部
会
員
と
行
政
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

③ 

技
術
力
向
上
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

④ 

人
手
不
足
（
外
国
人
雇
用
）
に
関
す
る
調
査
研
究

主
な
事
業

① 

地
方
創
生
に
か
か
る
政
策
に
つ
い
て
、
新
し
い
視
点

で
の
調
査
研
究
の
推
進

② 

行
政
組
織
全
体
の
効
率
化
と
ス
リ
ム
化
の
た
め
の
改

革
案
の
作
成
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